
丹後圏域の発達障害者支援センターについて紹介させていただきます。 

丹後圏域は京丹後市、宮津市、与謝野町、伊根町の 2市 2町で構成されて 

おり、北は日本海に面しています。日本三景である「天橋立」や「琴引浜」などの 

美しい自然景観を有していますが、人口減少により圏域の総人口は 9万人を 

下回っています。また、高齢化率も府内で最も高い圏域です。 

 そんな丹後圏域において、圏域支援センターとして現在力を入れて取り組んでいることが、教育機関との連携です。特に

高等学校との連携体制の構築を図っており、年に一度、圏域内の全高等学校と福祉事業所を対象とした懇談会を開

催し、相互に課題解決のための情報交換をおこなっています。回を重ねるごとに話しやすい関係性が構築されてきており、

今後も継続していきたいと考えています。 

 また、すでに福祉サービスを利用している方の家族が困難を抱えているケースも多く、相談支援事業所をはじめとした関

係機関との情報共有は密におこなっております。 

医療面においては、精神科の入院病床がない地域であり、入院治療を希望される方は遠方の医療機関に受診されて

いる方もおられます。加えて、大学がない地域でもあり、多くの若者が高等学校卒業後に圏域外で生活します。その際に        

生きづらさを感じ、相談されるケースなどもあり、様々な場面で圏域を超えて支援体

制を構築できるように意識しています。 

               サービスの量や種類を始め、足りないと感じるものが多い地域ではありますが、その

分関係機関との連携や、顔の見える関係性は作りやすく、関係機関で協力して支援

できる地域であると自負しています。嘆いているばかりでなく、前向きに考えて活動して

いきたいと思っています。 

 

 

結 外観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    

 

    

 

  

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

今
年
度
は
次
の
よ
う
な
活
動
に
メ
ン
タ
ー

さ
ん
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。 

●
児
童
発
達
支
援
利
用
の
保
護
者
交
流
会 

●
相
談
機
関
利
用
の
保
護
者
交
流
会 

な
ど 

毎
回
、
メ
ン
タ
ー
さ
ん
は
保
護
者
の
方
々

の
お
話
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
あ
た
た
か

い
お
声
か
け
を
さ
れ
、
保
護
者
の
方
々
の

励
ま
し
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

た
だ
、
残
念
な
が
ら
活
動
す
る
圏
域
に
偏

り
が
あ
り
ま
し
た
。
来
年
度
は
、
京
都
府

内
全
域
で
メ
ン
タ
ー
さ
ん
が
活
躍
で
き
る

よ
う
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

関
係
機
関
の
皆
様
、
メ
ン
タ
ー
の
皆
様
が

ご
活
躍
で
き
る
場
を
募
っ
て
い
ま
す
！ 

ま
ず
は
お
気
軽
に
京
都
府
ペ
ア
レ
ン
ト
メ

ン
タ
ー
事
務
局
、
は
ば
た
き
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 
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ペアレントメンター新聞 

今
年
度
も 

ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
活
動
に 

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
！ 

 

 

今号から、京都府の福祉圏域に

ついてご紹介していきます！ 



 

 

 

 

                      

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都府北部にある日本三景の１つ、天橋立の地域に住んでいる大

西です。我が家は 4人家族。長男は 21歳の自閉症。長女は 24歳で

LD、ADHD、自閉症（20歳を過ぎてからの診断）です。 

 長男が中学部より支援学校へ入学し、私はこれを機に行政機関

等、たくさんの方々と繋がることができ、ペアレントメンターの養成講座を

受け、ペアレントメンターになりました。 

私の性格上〈困っている〉〈人材不足〉と聞くと『私も何かしないと！』

と思い、福祉の勉強を始めました。障害のある方の高齢化も進んできて

いるので高齢者施設に勤めていました。けれど別の仕事に就く事に…。

一緒に勉強をした仲間が「一緒に試験を受けよう‼」と背中を押してく

れ、昨年 3月に介護福祉士を取得出来ました。 

 今、私のやりたい事は、強度行動障害や重度の方に、住み慣れたこ

の地域で生活して欲しい！見守っていきたい‼という思いが燃え始めて

います。その為にはまだまだ勉強、実践が必要です。ペアレントメンターで

も活かしていける様に頑張ります。 

 

 

宮津市 
大西かおる さん 

 
 

 
 

山
城
南
圏
域
は
京
都
府
の
南
部
に
位
置
す
る
地
域
で
、
木
津
川

市
、
精
華
町
、
和
束
町
、
笠
置
町
、
南
山
城
村
が
あ
り
ま
す
。 

木
津
川
市
は
、
京
都
府
内
で
は
京
都
市
に
次
ぐ
数
の
国
指
定

文
化
財
が
あ
り
、
古
く
か
ら
都
と
の
つ
な
が
り
の
深
い
地
域
で
、
タ
ケ

ノ
コ
の
産
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

精
華
町
は
、
い
ち
ご
狩
り
が
楽
し
め
る
観
光
農
園
が
あ
る
一
方
、
最

先
端
の
研
究
機
関
が
立
地
す
る
「
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
」
中
核
都

市
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

和
束
町
は
お
茶
の
名
産
地
で
、
い
た
る
と
こ
ろ
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に

ま
で
、
と
い
う
く
ら
い
茶
畑
が
あ
り
、
そ
の
風
景
が
美
し
い
で
す
。 

 

笠
置
町
は
、
美
し
い
自
然
環
境
と
歴
史
的
な
名
所
が
調
和
し
た
場
所

で
、
特
に
笠
置
山
は
ハ
イ
キ
ン
グ
や
自
然
観
察
が
楽
し
め
る
穴
場
で

す
。 

 

南
山
城
村
に
は
道
の
駅
「
お
茶
の
京
都
み
な
み
や
ま
し
ろ
村
」
が
あ

り
、
地
元
の
特
産
品
を
買
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 ぜ

ひ
、
山
城
南
地
域
に 

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
♪ 

 

 

山城南圏域支援 

センター「あん」より 

似顔絵 作： 

京都府立与謝の海支援学校  

高等部 2 年 中江小羽さん 

 


